
学習指導要領
との関連内容 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

ａ1 1.2AＢ(1)(2) ■ ■ ■ ■ ■ ■

ａ2 3.4AB(1)(2) □ ■ ■ ■ ■

ａ3 5.6AB(1)(2) □ ■ ■

ａ4
1.2AB(1)(2)
3.4AB(1)(2)
5.6AB(1)(2)

■ ■ ■ ■ ■ ■

b5 1.2A(1)(2) ■ ■ ■ ■ ■ ■

b6 1.2A(1)(2) ■ ■ ■ ■ ■ ■

b7 3.4A(1)(2) ■ ■ ■ ■

b8 3.4A(1)(2) ■ ■ ■ ■

b9 5.6A(1)(2) ■ ■

b10 5.6A(1)(2) ■ ■

c11 1.2A(1)(2) ■ ■ ■ ■ ■ ■

c12 1.2A(1)(2) ■ ■ ■ ■ ■ ■

c13 3.4A(1)(2) □ ■ ■ ■ ■

c14 3.4A(1)(2) □ ■ ■ ■ ■

c15 3.4A(1)(2) □ ■ ■ ■ ■

c16 5.6A(1)(2) □ ■ ■

c17 5.6A(1)(2) □ ■ ■

c18 5.6A(1)(2) □ ■ ■

ｄ19 1.2A(1)(2) ■ ■ ■ ■ ■ ■

ｄ20 1.2A(1)(2) ■ ■ ■ ■ ■ ■

ｄ21 3.4A(1)(2) □ ■ ■ ■ ■

ｄ22 3.4A(1)(2) □ ■ ■ ■ ■

ｄ23 5.6A(1)(2) □ ■ ■

ｄ24 5.6A(1)(2) □ ■ ■

前学年までに習得した方法などを組み合わせたりするなどして，活動を工
夫してつくる。

身近で扱いやすい材料や用具に十分に慣れる｡

身近な自然物や場所などを基に造形的な活動を思い付く。

新しい形や色などを思い付きながら，どのように活動するのかについて考
える。

材料や場所，空間などの特徴を基に造形的な活動を思い付く。

主体的に表現したり鑑賞したりする活動に取り組み，つくりだす喜びを味わ
う。

身近な自然物や人工の材料の形や色などを基に造形的な活動を思い付
く。

図工科の学びに
向かう力，人間性等

 図工科の各領域の
付けたい力
「思考力・判断力・
表現力等」
       Ａ表現（１）（２）
        【造形遊び】

図工科の各領域の
付けたい力
 　　「知識及び技能」
       Ａ表現（１）（２）
　　　　【造形遊び】

並べたり，つないだり，積んだりするなど手や体全体の感覚を働かせ，活
動を工夫してつくる

構成したり周囲の様子を考え合わせたりしながら，どのように活動するの
かについて考える。

感覚や気持ちを生かしながら，どのように活動するのかについて考える。

形や色などに関わり楽しい生活を創造しようとする。

組み合わせたり，切ってつないだり，形を変えたりするなどして，手や体全
体を十分に働かせ，活動を工夫してつくる。

※□は，資質・能力の取り扱い学年，■は，定着学年を示す。

令和３年度　「図画工作科の資質・能力」表

進んで表現したり鑑賞したりする活動に取り組み，つくりだす喜びを味わ
う。

内容

楽しく表現したり鑑賞したりする活動に取り組み，つくりだす喜びを味わう。

材料や用具を適切に扱う。

前学年までに扱った材料や用具についての経験を生かす。

活動に応じて材料や用具を活用する。

前学年までに扱った材料や用具についての経験や技能を総合的に生か
す。

感じたこと，想像したことから，表したいことを見付ける。

好きな形や色を選んだり，いろいろな形や色を考えたりしながら，どのよう
に表すかを考える。

感じたこと，想像したこと，見たことから，表したいことを見付ける。

表したいことや用途などを考え，形や色，材料などを生かしながら，どのよ
うに表すかを考える。

感じたこと，想像したこと，見たこと，伝え合いたいことから，表したいことを
見付ける。

図工科の各領域の
付けたい力
「思考力・判断力・
表現力等」
 　   Ａ表現（１）（２）
     【絵・工作・立体】

形や色，材料の特徴，構成の美しさなどの感じ，用途などを考えながら，ど
のように主題を表すかを考える。



e25 1.2A(1)(2) ■ ■ ■ ■ ■ ■

e26 1.2A(1)(2) ■ ■ ■ ■ ■ ■

e27 1.2A(1)(2) ■ ■ ■ ■ ■ ■

e28 3.4A(1)(2) □ ■ ■ ■ ■

e29 3.4A(1)(2) □ ■ ■ ■ ■

e30 3.4A(1)(2) □ ■ ■ ■ ■

e31 5.6A(1)(2) □ ■ ■

e32 5.6A(1)(2) □ ■ ■

e33 5.6A(1)(2) □ ■ ■

f34 １．２Ｂ ■ ■ ■ ■ ■ ■

f35 １．２Ｂ ■ ■ ■ ■ ■ ■

f36 ３．４Ｂ □ ■ ■ ■ ■

f37 ３．４Ｂ □ ■ ■ ■ ■

f38 ５．６Ｂ □ ■ ■

f39 ５．６Ｂ □ ■ ■

f40
1.2B(1)(2)
3.4B(1)(2)
5.6B(1)(2)

■ ■ ■ ■ ■ ■

g41 1.2AB ■ ■ ■ ■ ■ ■

g42 1.2AB ■ ■ ■ ■ ■ ■

g43 3.4AB □ ■ ■ ■ ■

g44 3.4AB □ ■ ■ ■ ■

g45 5.6AB □ ■ ■

g46 5.6AB □ ■ ■

表したいことを工夫して描いたりつくったりする。

手や体全体を十分に働かせ，表したいことに合わせて表し方を工夫する。

身近で扱いやすい材料や用具に十分に慣れる。

手や体全体の感覚などを働かせて表す。

図工科の各領域の
付けたい力
　　　　　Ｂ鑑賞
 

自分たちの作品や身近な材料などを鑑賞する。（身の回りの作品など）

自分たちの作品，我が国や諸外国の親しみのある美術作品，生活の中の
造形などを鑑賞する。（親しみのある作品など）

表現方法に応じて材料や用具を活用する。

前学年までに扱った材料や用具についての経験や技能を総合的に生かし
て表す。

前学年までの材料や用具についての経験を生かして表す。

材料や用具を適切に扱う。

図工科の各領域の
付けたい力
　　　「知識及び技能」
 　    Ａ表現（１）（２）
     【絵・工作・立体】

　　　ａ　　対象や事象を形や色などの造形的視点で捉える。（形の大小，色の濃淡，動き，バランス，色の鮮やかさ，形や色の感じなど）

表現に適した方法などを組み合わせたりするなどして，表したいことに合わ
せて表し方を工夫する。

鑑賞活動を通して，自分の見方や感じ方を広げる。

造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて，感じ取ったり
考えたりする。

自分たちの作品や身近な美術作品，製作の過程などを鑑賞する。
（身近にある作品など）

造形的なよさや美しさ，表現の意図や特徴，表し方の変化などについて，
感じ取ったり考えたりする。

造形的なよさや面白さ，表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ
取ったり考えたりする。

　　　ｂ　　自分のイメージをもちながら意味や価値をつくり出す。（表したいことをもつ，自分と対象との関わりを深めるなど）

図工科の〔共通事項〕
「知識」
「思考力・判断力・
表現力等」
 　   Ａ表現　B鑑賞
 

形や色の同じ，違う，似ている，似ていない，大小，長短，丸・三角・四角な
どの大まかなまとまり，触った感じなどを捉える。

偶然見付けた形や色，見立てなどを基に，自分のイメージをもつ。

形の柔らかさ，色の暖かさ，それらの組み合わせによる感じ，重なり，前
後，色の明るさ，質感などを捉える。

形や色の感じ，自分の思いや経験などを基に，自分のイメージをもつ。

動き，奥行き，バランス，色の鮮やかさ，方向感，材質感，時間的な変化の
動き，量感などを捉える。

形や色などの造形的な特徴を基に，具体的なイメージや，抽象的なイメー
ジをもつ。

　<図工科の学びを支える造形的な「見方・考え方」>




